








































































査対象地域とした.その理由は，以下の 4点である(第 1表). 
①乳牛飼養頭数が最も多い地域である.フルンボイル市の乳牛飼養頭数は約 74万頭，
フフホト市の乳牛飼養頭数は 72万頭で，それぞれ内モンゴ、ル全体の 22.2%と21.5% 






















































純収入(2012年)は 8.807元で， うち家畜による収入が 61.8%を占めている.フフホ







A乳牛養殖専業合作社(以下， A牧場と略称)はフルンボ、イル市に所在し， 2007年に 8戸
の酪農家の協業経営(注 5)によって構成された乳肉複合経営である.内モンゴルには，この
ように形成された牧場が数百ヵ所あり，多くはフルンボ、イル市に集積している(第 1表参照)• 










事例牧場 A乳牛養殖専業合作社 B乳牛養殖小区 C大規模私営牧場 D大規模私営牧場 E企業直営牧場 F企業直営牧場
[経営概要]
開始年度 年 2007 2001 1980 2008 2007 2009 
出資者 政府・農家 政府・企業・農家 農家 政府・農家 企業 企業
初期投資金額 万元 240 495 180 1，500 2，000 
牧場の構成 戸・個 8 33 l 1 l 1 
経営形態 協業経営 共同経営 家族経営 家族経営 企業経営 企業経営
耕地面積(注1) ha 0.0 7.4 53.3 6.7 0.0 。
草地面積(注2) ha 2666 (800) 130 。 。 0.0 0.0 
乳牛頭数(注3) 頭 149 494 268 343 863 1，288 
経産牛 E頁 80 322 158 207 451 728 
搾乳牛 頭 56 285 140 174 400 650 
個体乳量 kg/年 2，688 6，161 7，930 6，832 7，717 8，235 
蛋白質含有率 % 3.25 2.85 3.00 3.00 3.20 3.25 
脂肪含有率 % 3.70 3.10 3.50 3.50 3.90 3.90 
労働力(注4) 人 16 64 2(6) 2(6) 4(24) 8 (29) 
労働当り経産牛頭/人 5.9 4.5 17.5 21.8 14.3 17.6 
[生産方式]
牛舎型 放し飼い式 繋ぎ飼い式 ノレースバーン ノレースバーン ノレースパーン フリーストール
搾乳機械 移動型搾乳機 ミノレクステーションミルキングパーラーミルキングパーラーミルキングパーラーミルキング、パーラー
糞尿処理方法 自然処理 堆積発酵 貯留槽・堆積 貯留槽・堆積 貯留槽・堆積 貯留槽・堆積
糞尿処理施設 なし なし なし 導入中 計画中 計画中
給餌給与(注5) 放牧・乾草・TMR cs.乾草・TMR cs・乾草・大豆粕・TMR cs.乾草・牧草・大豆粕.Tr-.但
[流通・販売]
出荷販売 民間商人→金利 搾乳所→蒙牛 農家→蒙牛 農家→伊利 牧場→伊利 牧場→蒙牛
平均乳価 元/kg 2.4 3.0 3.5 3.6 3.8 3.8 
【農業収益】
農業所得 万元 17.5 144.2 103.7 59.7 181.2 456.2 
農業所得率 % 18.9 16.6 24.5 13.0 14.3 20.9 
経営利潤(注6) 万元 5.3 0.8 74.1 10.2 65.6 243.0 
飼料費率 % 18.9 57.0 55.9 65.2 68.0 69.2 
出所:調査結果から筆者作成.
注:1) B牧場では 7戸のみの酪農家が農地や採草地を所有している.
2) A牧場の草地面積は 2，666haで， うち 800haが採草地である.
3)乳牛の品種は， A牧場T、はシメンタルと三河牛の交雑種， F牧場で、はホルスタイン種，
その他の経営体で、はチャイニーズ・ホルスタインとホルスタイン種を飼養している.
4) A牧場からD牧場までは家族労働であり， E牧場と F牧場は正社員数である. C )内は
短期雇用労働者数である.






B乳牛養殖小区(以下， B牧場と略称)は， 2001年に 10戸の酪農家の共同経営(注 7)によ
って始まった.現在， B牧場内には 33戸の農家がおり， 64人の家族労働力で 494頭の乳牛
を飼養している. うち経産牛頭数は 322頭，労働力 1人当り経産牛頭数は 4.5頭である.
4 
内モンゴルにおける持続的酪農の展開条件に関する線形計画分析




















D大規模私営牧場(以下， D牧場と略称)は， 2008年に 20戸から構成された乳牛養殖専業
合作社の解散によって設立された牧場である.牧場には，世帯主夫婦と 6人の雇用労動力










が周辺農家から乳牛を受け入れ， 2007年に設立された牧場である(注 8).牧場には， 4人の















である(注 9). 乳牛は，海外からの輸入や自社での繁殖である.牧場には， 8人の正社員と







































































































の分析結果に基づき，乳牛養分要求量の計算式を取りまとめた(第 1附表，第 2附表参照)• 
次に，計画モデ、ルの泌乳ステージを設定し(第 3附表参照)，それに沿って日乳量および乳
牛養分要求量を給与飼料乾物量全体に占める粗飼料の乾物量割合の下限値と併せて設定し






焼を考慮、して 113 1人当りの労働時間を最大 9時間と制限した.労働投入量は，酪農生産
と飼料生産に関わる年間労働時間を旬別に設定した.作業内容は個々の調査対象経営の機
械・施設や経営方式などによって異なるため，労働投入量も大きく違っている.酪農生産
においては，経産牛と育成牛の 2つに区分して分析を行った.ここで， c牧場を事例に， 4 























A牧場 B牧場 C牧場 D牧場 E牧場 F牧場
単位 実績値 最適値実績値最適値実績値最適値実績値最適値実績{直最適値実績値最適値
農業所得 万7c 17.5 17.9 36.4 39.5 103.7 110.2 59.7 60.6 181.2 186.2 456.2 462.1 
土地利用 ha 2，666.7 1，326.7 7.4 7.4 53.3 51.9 6.7 6.7 
飼料用トウモロコシ 7.4 7.4 53.3 51.9 6.7 6.7 
放牧地 1，866.7 1，126.7 
採草地 800.0 200.0 130 130 
乳牛頭数 頭 149 149 497 497 268 268 343 343 863 863 1，288 1，288 
経産牛 80 80 322 322 158 158 207 207 451 451 728 728 
育成牛 69 69 175 175 110 110 136 136 412 412 560 560 
労働者数 人 16 5.5 64 46.6 7.1 8 28 28 37 37 
経営利潤 万元 5.3 5.7 -0.8 3.6 74.1 80.7 10.2 11.1 65.6 70.7 243.0 248.9 
























































最適地 STEP2 STEPl STEP2 STEP2 
農業所得 万元 17.9 36.4 39.5 
土地利用 ha 1326.7 
飼料用トウモロコシ
アノレフアノレファ
放牧地 200 718 718 
採草地 1，127 1，867 1，867 
乳牛頭数 頭 149 349 349 
経産牛 80 187 187 
育成牛 69 162 162 
生乳脂肪率 % 3.50 3.50 3.50 
生乳蛋白質 % 3.25 3.25 3.25 
労働者数 人 5.5 12.4 12.4 
経営利潤 万元 5.7 15.7 18.8 
生乳生産費 元/t 3，190 2，850 2，540 
B 
STEPl 
39.5 198.6 239.5 
137.4 
7.4 7.4 7.4 
130 130 130 
C 
最適地 STEPl 
110.2 126.6 190.4 
51.9 
51.9 53.3 22.0 
31.3 
497 764 764 268 302 302 
322 495 495 158 178 178 
175 269 269 110 124 124 
3.10 3.10 3.70 3.50 3.50 4.00 
2.85 2.85 3.20 3.00 3.0o 3.20 
46.6 64 64 7.1 8 
3.6 16.9 5.6 80.7 94.6 158.4 
3，170 2，940 2，980 2，910 2，870 2，460 
単位
最適地
農業所得 万元 60.6 
土地利用 ha 6.7 
飼料用トウモロコシ 6.7 
乳牛頭数 頭 343 
経産牛 207 
育成牛 136 
生乳脂肪率 % 3.50 
生乳蛋白質 % 3.00 
労働者数 人 8 
経営利潤 万元 11.1 



















































































































C牧場では既に糞尿処理施設を導入している D牧場を参考に， E， F牧場では鳥云高娃
(2010)を参考に、それぞれ糞尿施設導入費用を設定した.糞尿処理施設の導入費用とその
投資回収期間についてまとめた結果が，第 7表である.それによると， C， E， F牧場は










糞尿処理施設導入費用 万元 ① 180 412 484 
減価償却期間 年 ② 20 20 20 
現状利潤 万元 ③ 74.1 65.6 243.0 























































4)伊利は，内蒙古伊利実業集団株式有限会社であり， 2013年の営業収入が 477.8億元(約 8，687億円)














9) 2011年時点では，蒙牛の管理下による 1万頭以上の直営牧場は 14ヵ所あり，蒙牛が調達する原料乳
























文・社会・科学編『酪農学園大学紀要』酪農学園大学出版， 34 (1)， 51-61. 
市川治・中村稔・片桐朱璃・余竺・胡爾査・予洪霞・護地喜久治(2011)["中国・内モンゴ












農業食品産業技術総合研究機構(2008) W日本飼養標準・肉用牛』中央畜産会， 18， 83， 
87. 149-150. 






















































N ただし， ME=GEM]-;.-0.62 
























2.6626 972 維持飼料=ME-;.-4.184-;.-0.82-;.-4.41 2.2065 
ただし，維持に要するMEニ0.531xw角 0.75
0.1065 39 増体=DG(1.5+0.0045XW) -;'-(1-0.3 X DG) 0.6887 
0.0533 19 -;'-3.6162-;'-0.62 














0.0106 4 DCP=DG(170.22一0.1731W+0.000178W~2) 0.2212 
0.0762 290 X (1.12 -0.1258DG) -;'-1000 -;'-0.5 
0.1150 14 育成牛粗蛋白質要求量合計
509 




0.2622 96 増体=DG(1.5+0.0045XW) -;'-(1-0.3 XDG) 1.2229 






O. 75乗であるに うち自由運動に要する TDN増を含めており，その計算式は，
TDN (kg) =DE--;-4. 41-;-4. 184--;-0.82である.但し，可消化エネルギー(DE)の代謝エネルギー
(ME)への換算係数は 0.82，1MCAl =4. 184M]， lTDN (kg) =DE--;-4. 41 (M]) . 
2)経産牛の場合は，第 l次産乳期と第 2次産乳期でそれぞれ維持飼料の 20%と10%増加
3)維持需要は， 50C時 389XŴ0.75，OOC時 402XŴ0.75，-50C時 414XŴ0.75，
-100CB寺427X Ŵ O. 75， -150CB寺439XŴ0.75
4)妊娠末期第 6，7，8，9ヵ月の TDN増は，それぞれ 0.4456kg，0.7579kg， 1.3379kg， 2.2302kg. 
妊娠末期第 6，7， 8， 9ヵ月の CP増は，それぞれ 0.05kg，0.084 kg， 0.132 kg， 0.194 kg. 
5) FAT:乳脂肪率， DCP:可消化粗蛋白質量(kg/日)， CP:粗蛋白質量(kg/日)，乳量:MILK 
DMI:乾物摂取量(kg)， FCM:脂肪率 4%の標準乳量(kg/日)， GEM]:牛乳のエネルギー価





































ただし， FCM=O.4 X MILK + 15 XMILKXFAT 
t 、圭.. 
D ロ1
2.8525 1，041 維持飼料=ME+4.184+0.82+4.41 2.5298 
ただし，維持に要するME=0.531XW"0.75 
0.1141 42 増体=DG(1.5+0.0045XW) +(1-0.3 XDG) 1.1263 
0.0570 21 +3.6162+0.62 
0.3166 2，511 自由運動増=維持飼料XO.1 0.2530 
1.1929 143 







0.0121 4 DCP=DG(170.22-0.1731 W+0.000178W"2) 0.2941 
0.0714 566 X(1.12ー 0.1258DG)71000+0.55
0.1150 14 育成牛組蛋白質要求量合計
815 
7.5163 2，743 維持飼料=0.062XW"O. 75 














2)経産牛の場合は，第 1次産乳期と第 2次産乳期でそれぞれ維持飼料の 20%と10%増加
3)維持需要は， 5
0C時 389XŴ0.75，OOC時 402XŴ0.75，-50C時 414XŴ0.75，
-10
oca寺427X Ŵ O. 75， -150C日寺 439XŴ0.75
4)妊娠末期第 6，7， 8， 9ヵ月の TDN増はそれぞれ， 0.446kg， 0.758kg， 1.338kg， 2. 23kg. 
妊娠末期第 6，7， 8， 9ヵ月の CP増は，それぞれ 0.05kg，0.084kg， 0.132kg， 0.194kg. 
5) FAT:乳脂肪率， DCP:可消化粗蛋白質量(kg/日)， CP:粗蛋白質量(kg/日)，乳量:MILK 
DMI:乾物摂取量(kg)，FCM:脂肪率 4%の標準乳量(kg/日)， GEM]:牛乳のエネルギー価








I期 3月上旬~5月中旬 (-5.10C) 80 2月上旬~5月中旬 (4.70C)
E期 5月中旬~8月中旬 (170C) 60 5月中旬~8月中旬 (2 1.1 0C)
E期 8月中旬~10月下旬 (50C) 60 8月中旬~10月下旬 (1 1. 20C)
IV期 11月 (-13.50C) 15 11月(-1.3
0
C)

















第 4附表 計画モデルにおける養分要求量 (TDN・CP・DMI，kg) 
日乳量
A乳牛養殖専業合作社 B乳牛養殖小区 C大規模私営牧場
産手L期 TDN CP DMI 下限粗銅日乳量 TDN CP DMI 下限粗飼日乳量 TDN CP DMI 下限粗飼
(kg) (kg) (kg) (kg) 料率(%) (kg) (kg) (kg) (kg) 料率(%) (kg) (kg) (kg) (kg) 料率(%)
I期 15 10.2503 2.2325 14.7348 80 25 12.9056 2.6993 19.4684 60 30 15.1484 3.2964 22.5003 60 
H期 14 10.2503 2.2325 14.7348 80 24 12.5866 2.6247 19.0402 65 29 14.8077 3.2179 22.0424 60 
E期 10 8.1605 1.6367 11.8984 80 15 9.7118 1.9529 15.1867 70 22 12.4232 2.6679 18.8373 70 
W期 4 6.7673 1.2395 10.0075 80 9 7.8004 1.5050 12.6176 75 16 10.3793 2.1964 16.0900 70 
乾乳 o 5.5942 0.8753 8.3215 90 0 5.6800 1.1086 11.5115 80 0 5.6800 1.1086 11.5115 80 
育成 o 4.1010 0.6343 5.6331 90 0 4.3001 0.7200 7.1162 90 0 4.3001 0.7200 7.1162 90 
年間合計 2，715 1，362 792 6，231 6，185 5，387 1，045 8，609 7，940 6，118 1，240 9，597 
出所:調査結果から筆者作成.
第 5附表 計画モデルにおける養分要求量 (TDN・CP・DMI，kg) 
D大規模私営牧場 E企業直営牧場 F企業直営牧場
日乳量
産乳期 TDN CP DM1 下限粗飼日乳量 TDN CP DMI 下限粗飼日乳量 TDN CP DMI 下限粗飼
(kg) (kg) (kg) (kg) 料率(%) (kg) (kg) (kg) (kg) 料率(%) (kg) (kg) (kg) (kg) 料率(%)
I期 27 14.1264 3.2021 21.1267 65 29 15.3761 3.3698 22.9037 60 30 15.7364 3.4536 23.6140 60 
H期 26 13.7858 3.1183 20.6688 70 28 15.0159 3.2860 22.4161 65 30 15.4455 3.4536 23.6140 65 
E期 18 11.0606 2.1479 17.0058 75 21 12.4942 2.6993 19.0031 70 25 13.6456 3.0345 21.1390 70 
N期 10 8.3355 1.7774 13.3428 80 15 10.3327 2.1964 16.0777 75 16 10.8075 2.2802 16.6840 75 
乾乳 。5.6800 1.1086 11.5115 90 。 5.6800 1.1086 11.5115 90 。 5.6800 1.1086 11.5115 90 
育成 4.3001 0.7200 7.1162 90 4.3001 0.7200 7.1162 90 4.3001 0.7200 7.1162 90 
年間合計 6，840 5，744 1，189 9，093 7，635 6，164 1，256 9，684 8，260 6，347 1，308 10，050 
出所:調査結果と養分要求量は実績と附表 1，2の計算式により筆者作成.










A乳牛養殖専業合作社 B乳牛養殖小区 C大規模私営牧場 D大規模私営牧場
生産量給与可能率給与量生産量給与可能率給与量生産量給与可能率給与量生産量給与可能率給与量
kg/l0a 250 75% 188 250 75目 188 
kg/l0a 50 75首 38 50 75% 38 
kg/l0a 150 85% 128 150 85目 128 
kg/l0a 6，750 85% 5，738 4，525 85叩 3，846 5，715 85% 4，875 







A B C D E F TDN CP DMI A B C D E F 
トウモロコシサイレージ 5.0 25.0 25.0 25.0 20.0 14.11 1.60 29.20 0.30 0.28 0.22 0.28 
トウモロコシ茎葉粉砕飼料 25.0 58.90 5.80 90.00 0.06 
放牧草 100.0 13.63 3.20 18.90 
乾草(羊草) 20.0 5.0 5.0 5.0 5.0 41.01 7.40 91.70 0.65 0.75 0.75 0.65 0.65 
アルファノレフアサイレージ 5.0 5.0 44.24 15.50 88.40 1.80 1.80 
配合飼料 3.0 5.0 6.0 6.0 7.0 9.0 78.00 18.00 87.50 2.50 2.50 2.40 2.40 2.40 2.40 
実コーン 3.0 3.0 3.0 85.63 9.10 89.80 2.00 2.00 2.00 

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































第 9附表 C牧場における飼料生産技術と労働投入量(単位:h/10a ) 
整地・準備 0.750 
月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月





















旬別合計 0.750 0.750 0.750 0.750 0.750 0.750 0.750 0.750 0.750 0.750 0.450 0.750 0.450 0.750 0.525 0.450 





A乳牛養殖専業合作社 B乳牛養殖小区 D大規模私営牧場 E企業直営牧場 F企業直営牧場
作業項目
放牧地採草地経産牛育成牛時間採草地 cs 経産牛育成牛時間 cs 経産牛育成牛時間経産牛育成牛時間経産牛育成牛時間
月 旬 lha当り lha当り 1頭あた 1頭当り (h)10a当り 10a当り 1頭当り 1頭当り (h) 10a当り1頭当り1頭当り (h)1頭当りl頭当り (ω 1頭当り1頭当り ω 
上旬 6.870 6.870 800 5.676 11.822 5.0285，092 1.194 2.705 0.591 720 4.834 0.825 2，520 3.475 0.5712，850 
0.946 11.822 5.0284，741 0.478 2.705 0.591 672 4.834 0.825 2，520 3.475 0.571 2，850 
0.946 11.822 5.0284，741 1.194 2.705 0.591 720 4.834 0.825 2，520 3.475 0.571 2，850 
4月中旬 6.870 6.870 800 
下旬 6.870 6.870 800 
上旬 6.870 6.870 800 
5月中旬 6.870 6.870 800 
下旬 6.870 6.870 800 
上旬 0.057 6.545 6.602 800 
6月中旬 0.057 6.545 6.602 800 
下旬 0.057 6.545 6.602 800 
上旬 0.133 6.545 6.677 800 
7月中旬 0.133 6.545 6.677 800 
下旬 0.133 6.545 6.677 800 
上旬 0.208 5.795 6.002 800 
8月中旬 0.208 5.795 6.002 800 
下旬 0.208 5.795 6.002 800 
上旬 0.208 5.795 6.002 800 0.323 
9月中旬 0.208 5.795 6.002 800 
下旬 0.208 5.795 6.002 800 
上旬 7.870 7.870 800 
10月
中旬 7.870 7.870 800 
2.838 11.822 5.028 4，881 2.705 0.591 640 4.834 0.825 2，520 3.475 0.571 2，850 
3.649 11.822 5.0284，941 1.194 2.705 0.591 720 4.834 0.825 2，520 3.475 0.5712，850 
0.946 11.822 5.0284，741 1.194 2.705 0.591 720 4.834 0.825 2，520 3.475 0.5712，850 
11.822 5.0284，672 0.478 2.705 0.591 672 4.834 0.825 2，520 3.475 0.5712，850 
0.946 11.822 5.0284，741 0.478 2.705 0.591 672 4.834 0.825 2，520 3.475 0.5712，850 
2.838 11.822 5.028 4，881 2.705 0.591 640 4.834 0.825 2，520 3.475 0.571 2，850 
2.705 0.591 640 4.834 0.825 2，520 3.475 0.571 2，850 11.822 5.028 1，672 
0.946 11.822 5.0284，741 0.478 2.705 0.591 672 4.834 0.825 2，520 3.475 0.571 2，850 
11.822 5.0284，672 0.478 2.705 0.591 672 4.834 0.825 2，520 3.475 0.571 2，850 
0.946 11.822 5.028 4，741 0.478 2.705 0.591 672 4.834 0.825 2，520 3.475 0.571 2，850 
5.676 11.822 5.028 5，092 1.194 2.705 0.591 720 4.834 0.825 2，520 3.475 0.571 2，850 
5.676 11.822 5.028 5，092 0.478 2.705 0.591 672 4.834 0.825 2，520 3.475 0.571 2，850 
11.822 5.028 5，092 
11.822 5.028 4，672 
11.822 5.028 4，672 
11.822 5.028 4，672 
2.705 0.591 640 4.834 0.825 2，520 3.475 0.571 2，850 
2.705 0.591 640 4.834 0.825 2，520 3.475 0.571 2，850 
2.705 0.591 640 4.834 0.825 2，520 3.475 0.571 2，850 
2.705 0.591 640 4.834 0.825 2，520 3.475 0.571 2，850 
2.838 11.822 5.0284，881 0.239 2.705 0.591 656 4.834 0.825 2，520 3.475 0.571 2，850 
出所:調査結果より筆者作成.
注:1) A牧場の放牧地での労働投入量は， 6月での鉄網の修繕である.









経産牛 育成牛 トウモロコシ 固定費
生産規模(頭， 10a) 158 110 533 
飼料購入費 1，845，796 1，562，739 283，058 
運賃 161，951 30，277 21，079 110，595 
種百費 30，701 30，701 
肥料費 63，960 63，960 
農薬費 21，320 21，320 
濯蹴費 80，000 80，000 
機械燃料費 55，000 29，000 6，000 20，000 
光熱水電費 16，000 14，000 2，000 
種付費注1) 15，390 8，020 7，370 
診療衛生費 20，000 14，000 6，000 
建物修:繕費 3，603 2，660 610 333 
機械修繕費 34，554 21，407 1，436 11，711 
その他雑費 10，000 10，000 
乳牛イ賞却費注2) 189，600 189，600 
建物償却費 36，030 26，600 6，100 3，330 
機械償却費 115，179 71，355 4，786 39，038 
雇用労働費 285，000 162，360 35，640 87，000 
家族労働費 78，000 78，000 
返済金 200，000 200，000 
支払禾り息 8，000 8，000 
支払土也代 4，000 4，000 
自己資本利息 18，667 18，667 
自作土也地代 7，500 7，500 
農業経営費合計(元) 3，300，251 2，340，017 374，078 471，988 114，167 
生乳販売 3，885，000 3，885，000 
淘汰牛販売 122，500 122，500 
子牛販売 34，000 34，000 
期中成牛繰上額注3) 111，726 111，726 
育成牛評価差益注4) 79，608 79，608 
農業粗収入(元) 4，232，834 4，007，500 225，334 。 。
農業所千尋(克) 1，036，750 
差引収支(元) 1，220，244 1，667，483 148，744 471，988 



















区分種類 規模 取得年 取得額 耐 用 年 数 使 用 年 数 償 却 費 経産牛 育成牛 トウモロコシ
管理室 30m' 2002 20000 10 1，200 600 
搾乳室 180m' 1998 150，000 20 13 。 。
成牛舎 495m' 1998 300，000 20 13 。
建 育 成 牛 舎(1) 540m' 1980 50，000 20 31 。
物育成牛舎(2) 254m' 1995 20，000 20 16 。
施地下サイロ(2個) 300m' 2001 15，000 10 10 。 。
設飼料庫 180m' 2001 20，000 20 10 。
農具庫 105m' 2003 24，000 20 8 。 1，080 
庭閏 10000m' 2000 25，000 10 11 。
井戸(2個) l口 2000 30，000 10 11 3，000 2，000 1，000 
貯留槽 360m' 2000 25，000 10 11 。
ノト計 679，000 3，000 3，200 1，600 1，080 
割合 1.00 1.07 0.53 0.36 
搾乳機械 12頭 2000 70，000 8 11 。 。
畜舎機械 2007 500，000 4 
トラック 5t 2001 78，000 10 10 。 。
トラクタ(1) 64馬力 1999 28，000 10 12 。 。
トラクタ(2) 20馬力 2002 15，000 9 。 。
機三輪車 12馬力 2004 7，700 8 7 。 200 166 500 
械発電機 15馬カ 2000 8，000 11 。 800 100 。
作翠(プラウ) 2006 4，800 960 960 
業播種機 2台 2006 9，000 5 1，800 1，800 
機中耕機 2台 2007 5，600 4 1，120 1，120 
除草機 2台 2010 6，000 1，200 1，200 
鎮圧ローラ 2個 2007 1，200 5 4 240 240 
cs収獲機(中型) 2008 140，000 8 。 15，750 
裁断機(中型) 2005 1，200 6 240 240 
ショベルローダー 2007 75，000 10 4 6，750 4，230 2，520 
他の小農機具 10，000 1 10，000 2，000 2，000 6，000 
小計 959，500 22，310 7，230 4，786 27，810 






単位 A乳牛養殖合作社 B乳牛養殖小区 C大規模私営牧場 D大規模私営牧場 E企業直営牧場 F企業直営牧場
利益係数
放牧草 元/10a 35 
採草地 元/10a 212 
トウモロコシ元/10a -921 806 一716
経産牛 元/頭 2，278 13，825 21，064 15，748 20，851 23，295 
育成牛 元/頭 1，503 1，356 1，320 2，205 1，603 1，508 
固定費 フ巳 216，428 1，711，078 265，376 365，736 976，846 1，546，529 
出所:調査結果より筆者作成.
-22-
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































- N ω |  
8
8
袴
乳
牛
"
'
明
"
始
(
k
g
l
s
)
B
9
j布
署
し
午
皿
瑚
豆
粕
"
ル
日
〉
9
2
搾
亨
L牛
E
期
実
コ
ー
ン
(
k
&
'
日
)
"
搾
乳
牛
田
期
実
コ
-
~
(k
g!
日
}
白
川
搾
乳
牛
I
V
期
実
ョ
ー
ン
臼
)
